
報
告
課
題
用
紙
③ 

４ 

視
野
を
広
げ
る 

 

「
ス
キ
マ
が
育
む
都
市
の
緑
と
生
命
つ
な
が
り
」 

塚
谷 

裕
一 

一 

「
ス
キ
マ
」
と
「
公
園
」
の
比
較
に
つ
い
て 

 

②
と
③
の
項
目
は
「
植
物
の
種
類
と
量
」
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。（
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
） 

 

二 

「
そ
の
理
解
」
と
は
何
か
。 

【
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
】 

①
指
示
語
の
内
容
は
直
前
の
文
を
確
認
す
る
。 

②
こ
こ
で
は
「
そ
の
理
解
」
と
あ
る
た
め
、
解
答
形
式
は
「
・
・
・
・
・
・
と
い
う
こ
と
。」 

 

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
す
る
の
か
」
を
考
え
よ
う
。 

 

四 

擬
人
法 

･･･

人
で
な
い
も
の
を
人
に
見
立
て
て
表
現
す
る
技
法
。 

「
何
」
を
「
ど
う
す
る
」
こ
と
か
、
本
文
に
沿
っ
て
解
答
を
作
り
ま
す
。 

 

五 

①
一
文
で
考
え
る
。 

「
だ
か
ら
逆
に
、
も
し
ス
キ
マ
の
植
物
た
ち
を
根
絶
さ
せ
、
一
掃
し
て
し
ま
う
と
、
都
市
部
は
虫
の
声

も
し
な
け
れ
ば
取
り
の
さ
え
ず
り
も
な
い
、
寒
々
し
い
「
緑
」
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」 

②
「
だ
か
ら
」
は
何
を
受
け
て
い
る
か
？ 

 
 

 

前
文
「
食
物
連
鎖
に
基
づ
く
生
態
系
の
、
そ
の
重
要
基
盤
は
ス
キ
マ
植
物
な
の
だ
。」 

③ 

「
ス
キ
マ
植
物
が
食
物
連
鎖
を
基
盤
と
し
て
生
態
系
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
」
か
ら
、
ス
キ
マ
植
物

が
無
く
な
る
と
、
都
市
部
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
と
い
う
環
境
に
な
る
。

 

 

六 
 

【
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
】 

①
設
問
文
中
の
「
こ
そ
」
は 

強
調 

を
意
味
す
る
。 

〔
問
題
〕
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
筆
者
は
強
調
し
た
い
の
で
し
ょ
う
？ 

 

ス
キ
マ
植
物
は
、「
都
市
部
の
緑
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
生
態
系
の
、
本
質
的
部
分
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
。 

※
ｐ
七
五
・
14

～
七
六
・
１
は
、
ス
キ
マ
植
物
の
重
要
性
を
裏
付
け
る
事
柄
の
一
つ
で
す
。 

 

（
１
枚
目
／
２
枚
中
） 



 
   → 

ＮＨＫ 
高校講座 

七 【
ヒ
ン
ト
】 

「
都
市
部
の
緑
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
７
行
目
「
完
全
管
理
型
」
の
緑
に
対
す
る
管
理
方
法
を 

「
明
治
神
宮
の
森
」
と
「
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街
」
の
二
つ
の
例
示
で
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

八 

七
の
要
素
を
踏
ま
え
て
解
答
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

九 知
っ
得
①
【
意
見
文
と
は
何
か
】 

◎
自
分
の
意
見
を
相
手
（
読
み
手
や
聞
き
手
）
に
、
根
拠
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
。 

 

事
実 

＋ 

理
由
付
け 

＝
意
見
（
主
張
） 

 

知
っ
得
②
【
意
見
文
の
書
き
方
】 

◎
三
段
落
構
成
で
書
く
。 

 

序
論 

 
 

本
論 

 
 

結
論 

 

※
報
告
課
題
用
紙
②
の
補
助
プ
リ
ン
ト
よ
り
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
も
参
考
に
し
よ
う
。 

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
「
現
代
の
国
語
」
第
４
回
も
視
聴
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「
無
彩
の
色
」 

 

港 

千
尋 

十
二 

 

①
グ
レ
ー
と
い
う
色
に
関
す
る
記
述
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。 

②
グ
レ
ー
と
い
う
色
の
メ
リ
ッ
ト
が
書
か
れ
て
い
る
記
述
部
分
（
教
科
書
八
〇
・
５
～
９
）
を
参
考
に 

 

す
る
。 

「
グ
レ
ー
と
い
う
色
は
、（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
で
あ
る
た
め
、 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
か
ら
。」 

 

十
四 ①

一
文
で
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

「
そ
の
最
も
洗
練
さ
れ
た
芸
術
の
一
つ
が
、
茶
の
湯
に
違
い
な
い
。」 

 

つ
ま
り
、「
そ
の
」
例
と
し
て
「
茶
の
湯
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

※
ｐ
八
四
で
は
、「
日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
茶
の
湯
は
灰
色
の
美
学
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て

い
ま
す
。 

（
２
枚
目
／
２
枚
中
） 


